
 

 
今回は 2026年度の大阪大学の文系の第３問を解説
したいと思います．

文系 第３問
aを正の実数とする．関数
f(x) = 4ax3 + 1¡ aa ¡ 6

∫ x

x¡1
(t2 + t)dt

の 0 · x · 1における最小値が正となるような
aの値の範囲を求めよ．

※なお本原稿における解答や解説は，大阪大学が公
表したものではなく，研伸館が独自で作成したもの
です．

【解答】∫ x

x¡1
(t2 + t)dt

= � t3
3
+
t2

2
„x
x¡1

=
x3 ¡ (x¡ 1)3

3
+
x2 ¡ (x¡ 1)2

2

=
3x2 ¡ 3x+ 1

3
+
2x¡ 1
2

= x2 ¡ 1
6

であるから

f(x) = 4ax3 + 1¡ aa ¡ 6 #x2 ¡ 1
6
;

= 4ax3 ¡ 6x2 + 1a

である．

f0(x) = 12ax2 ¡ 12x

= 12ax #x¡ 1a ;
であり，a > 0より f(x)の x ¸ 0における増減表は
以下の通りである．

x 0 Ý
1
a Ý

f0(x) ¡ 0 +

f(x) & %

f(x) の 0 · x · 1 における最小値を m(a) と
おく．

(i) 0 < 1a · 1，つまり，a ¸ 1のとき

m(a) = f # 1a ;
=
4
a2
¡
6
a2
+
1
a

=
¡2 + a
a2

であるから

m(a) > 0

¡2 + a > 0 (Û a2 > 0)

Ú a > 2

である．これは a ¸ 1を満たす．
(ii)

1
a > 1，つまり，0 < a < 1のとき
f(x)は 0 · x · 1において単調減少だから

m(a) = f(1) = 4a¡ 6 + 1a

であるから

m(a) > 0

4a2 ¡ 6a+ 1 > 0 (Û a > 0)

Ú a <
3¡
B

5
4

;
3 +
B

5
4

< a

である．2 <
B

5 < 3より

0 <
3¡
B

5
4

< 1 <
3 +
B

5
4

に注意して，0 < a < 1と合わせると

0 < a <
3¡
B

5
4

である．
以上より，求める aの値の範囲は

0 < a <
3¡
B

5
4

; 2 < a

である．

【解説】
関数の最小値に関する問題です．f(x)の式中に積

分が入っていますが，具体的に計算することができ，
f(x)はただの 3次関数です．
関数の最小値を求めるにあたって，「微分して増減

表を書く」は定石です．f0(x)を求めると f0(x) = 0
となる xが x = 0 ; 1a と分かります．
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ここで，a > 0より 0 < 1a なので，解答中の増減
表のようになることが分かります．aがすべての実数
であれば，a < 0 ; a = 0 ; a > 0で場合分けしなけ
ればならなかったですが，親切な設定ですね．
増減表から x = 1

a が 0 · x · 1に入るかどうか
で，定義域内における増減の様子が変わります．aの
値で場合分けしてそれぞれの最小値を求め，それぞれ
の場合のm(a) > 0を解けば完了です．場合分けの a
の範囲との共通範囲をとることを忘れないようにし
ましょう．
標準的な処理の組み合わせなので，計算ミスなく
しっかりと完答できるかが重要な問題でしょう．

今回はここまでです．お疲れ様でした．
(数学科 桒野)

2


